
中海（なかうみ） 
島根県の東部と鳥取県の西部にまたがって位置し、弓ヶ浜半島と島根半島に 
囲まれている汽水（淡水と海水が混じりあった塩分の少ない水）の湖です。 
面積では日本で5番目に大きく（86.79ｋ㎡）、宍道湖と中海は日本では 
数少ない連結汽水湖となっています。 

中海 
宍道湖 



中海の干拓 

左：東出雲町下意東海岸の海水浴（昭和28年） 右：東出雲町下意東海岸で白鳥に餌付けする小学生（昭和46年） 

戦後の昭和28年（1948年）に 
撮影された東出雲市下意東漁港 

遠浅の東出雲町 下意東海岸は 
夏は子ども達が海水浴をし、 
秋にはゴズ釣り大会が行われ、 
冬には白鳥もたくさん渡ってきました。 
当時も中海は人々にとって身近な存在
でした。 
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中海干拓事業 

昭和40年ごろから始まった 



中海を外海か
ら閉鎖 

汽水を淡水
（真水）化 

農業に使える 

水になる 

土地を 

埋め立てる 

使える農地が 

増える 

農作物が 

たくさんできる 

農業が栄えて 
みんな豊かに暮らせる！ 

干拓事業のねらい 



干拓事業の 

中止 

•2000年中海干拓事業の中止が決定。 

水門の撤去 

•中海を外海と閉さしていた水門をなくし、再び海水が
中海に流れ込むようにした。 

海藻類の 

異常繁殖 

•閉鎖して川からの排水が流れ込んでいた湖内に、また
海水が流れ込むようになって海藻類が異常に増えた。 

水質の悪化 
•増えすぎた海藻類が腐敗して硫化水素を発生させた。 

アサリ稚貝
の 

大量斃死 

•発生した硫化水素により2013年アサリの稚貝が大量
に死に、さらなる水質悪化につながった。 
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中海をもとの豊かな姿に 
よみがえらせたい！ 

未来守りネットワークが行っている 
２つの大きな取り組み 

・中海にアマモを移植して、 
   水中生物のすみかをふやす！ 

・増えすぎた海藻類を刈り取って 
    水質を良くする！ 



「海のゆりかご」と呼ばれるアマモを増やし、魚や甲殻類 
・水生昆虫などが卵を産み、育つ場所を作りたい！ 

アマモ移植事業 

アマモの群生 
魚や小エビ・水生昆虫などが卵を産み、生まれた小さないきもの達が
敵におそわれないように身をかくしながら暮らしています。 



海中のアマモから種を採取する 

アマモの種を混ぜたのりをシートに撒く 

子ども達はダイバーさんにも興味津々 

種を塗り広げる 

アマモと一緒に中海の生き物も観察 

シートを中海に設置 

採取 

移植 

 未来守りネットワークでは 
 毎年６月頃アマモの種を取って保存し、 
 １１月頃に種をヤシマットに植え付けて 
 中海の湖底に移植しています。 

アマモ移植事業 
アマモの種子 
アマモはイネの仲間なので、お米のような種をつけます。 



中海海藻刈り 
腐ってしまった 
海藻類を放置すると、
有毒な硫化水素が 
発生してしまう…。 

昨年（2017年度）の中海・寄り藻の様子 

河川から流出してきた水が溜まっていた中海に、
再び海水が入ってきて海藻類が異常繁殖。 

増えすぎた海藻類の一部がくさって、 

有毒な硫化水素が水中に発生。 

アサリなどが大量に死に、水質はさらに悪化 

増えすぎた海藻類を 

刈り取ろう！ 



平成26年8月20日 日本海新聞掲載 



海藻を活用しよう！ 

中海の海藻類は昔から、寒天の材料や肥料として使われていた歴史があります。 

下意東海岸  
   そりこ船でのオゴノリ取りの様子     
            （昭和28年）  

刈取った海藻を肥料にして 
活用しよう！ 



１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

宍道湖 水草 乾燥 

粉砕 ペレット 完成 

日野町の稲刈り 

中海の海藻(オゴノリ) 



インターンシップ受入れ初年の取材記事 
平成24年8月8日 日本海新聞掲載 

平成24年（2012年） 平成25年（2013年） 

平成26年（2014年） 平成27年（2015年） 

平成28年（2016年） 平成29年（2017年） 



化学肥料を使って 
農作物を栽培 

   海藻農法で 
   環境の循環型社会をめざす 

河川や海に流れ込むと植物性プラ
ンクトンのエサになり、異常発生 
して赤潮などの被害を起こす。 

水質の悪化につながる 

肥料自体に問題はないが、 
使い続けると成分が地下水に溶け出す。 

化学肥料 

鉱石や空気中の窒素ガスなど、 
自然界にある無機物を合成した肥料。 



海藻肥料を使った 

  海藻農法 

   海藻農法で 
   環境の循環型社会をめざす 

有機肥料 

生ごみや牛ふんや魚粉など、 
生物由来の原料を使った肥料。 

環境にも 優しい 

生物由来の原料なので、 
川や海に流れ込んでも安心。 



海藻農法でできた「イモ」はH26年度も収穫量が２割
上がり、糖度も上がったと報告された。 

松江市の海藻農法による「紅ほっぺ」は、 
収穫量・大きさ・糖度などに対して、高い 
評価を得ている。また、大分県や新潟県 
では、普及所や肥料販売メーカーなどと 
提携して、ブランド「いちご」の栽培を計画 
している。 

安心・安全な「干し柿」を消費者に提供した
い一念で、海藻農法を２年前から採用され、
商品価格も高く取引されるようになった。 

海藻肥料使用 有機堆肥使用 

海藻肥料 4.5 4.8 

化学肥料 3.8 3.9 

化学肥料使用した 「 芋」 

海藻肥料を使用した「 芋  」収穫量が 
2割以上多い。土もサラサラである。 

カブの糖度 

岡山県のマスカット栽培に採用 

室内のプランターで栽培されたバナナ 



皆様も海藻肥料で 
おいしい作物を 

育ててみませんか？ 
 


